
市では、行政サービスのデジタル化を推進し、利用者の利便性を高めるとともに、窓口の混雑を緩和し、コロナ禍における市では、行政サービスのデジタル化を推進し、利用者の利便性を高めるとともに、窓口の混雑を緩和し、コロナ禍における
接触を減らすことなどを目的に、12月１日（水）からコミュニケーションアプリ「LINE」（以下「LINE」）によるオンライン接触を減らすことなどを目的に、12月１日（水）からコミュニケーションアプリ「LINE」（以下「LINE」）によるオンライン
申請・予約などのサービスを順次開始します。� 担当　情報システム課　☎046（252）8537　申請・予約などのサービスを順次開始します。� 担当　情報システム課　☎046（252）8537　FAX046（255）3550046（255）3550

今まで市役所への来庁や郵送などによる手続きが必要
であった申請・予約などが、オンラインで行えます。市
LINE公式アカウントのメニューから、行いたい手続きを
選び、トークの内容に従って手続きを進めてください。
※�パソコン版LINEアプリでは申請・予約サービスを利用
できません。スマートフォンなどでご利用ください。

友だち登録後に選択した分野ごと
に、市からのお知らせを配信します。
受け取りたい情報を選んで受信する
ことができます。
受信設定について詳しくは本紙 ２

面「市LINE公式アカウントによる情
報配信」をご覧ください。

市LINE公式アカウントの友だち
登録者数が 6万人を超えました。
まだ登録していない方は、LINEア

プリを起動し、「友だち検索」から市
公式アカウントID「@zama_city」
を検索するか、次の ２次元コードか
ら友だち登録をお願いします。

手数料や郵送料などはLINE�Payでそのまま支払いがで
きます。

オンライン申請・予約を開始オンライン申請・予約を開始
市LINE公式アカウント

オンライン申請の仕組み

行える手続きなど 情報配信

友だち登録

自宅や外出先

オンライン申請

交付書類など

24時間365日申請可能

郵送またはオンライン

・市役所に行かなくても手続きができる
・待ち時間がない
・窓口の混雑緩和

主なメリット

決済

●�課税証明書の請求
●�粗大ごみの申し込み
●�水道の開閉栓申し込み
●犬の登録
●パブリックコメント
など

●�コロナワクチン接種の予約
●�子育てに関する各種教室参
加予約
●�ひとり親家庭相談予約
など

申請 予約

※準備ができたものから順次開始します。

市LINE公式アカウント

※上記メニュー画面は、1２月 1 日（水）午前10時ごろから表示されます。
※�LINEの個人情報の管理などについて報じられたため、申請・予約サービスの開始を見合わせていましたが、市の運
用が国から示されたガイドラインの基準を満たすことが確認できたため、1２月 1 日からサービスを開始します。

いつでも
どこでも
申請可能！

申請情報の
確認・郵送
など

12月1日から

市役所

【座間市のお知らせ】
令和3年
（2021年）11.15

No.1135広報

感染症の影響により、本紙掲載の行事の開催、施設の利用については、市ホームページをご覧になるか、担当または問い合わせ先へお問い合わせください。

◆令和3年（2021年）11月15日発行
◆座間市市長室市政戦略課編集

座間市マスコットキャラクター「ざまりん」

座
間
市
は
11
月
1
日
に
市
制

施
行
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

希望者への「広報ざま」の戸別配布を実施中
※新聞を購読されている方には、新聞に折り込まれます。

◯新規のお申し込み　申込専用電話　☎046（252）8684（市政戦略課）
◯届かない場合　（株）神奈川新聞総合サービス　 0120（111）429（無料）

座間市LINE公式
アカウント
� 登録はこちらから▶︎

市 の 人 口●132,107人（−158人）
市の世帯数●60,591世帯（−67世帯）
令和3年10月1日現在（　）は9月との増減

目　次
●�市LINE公式アカウントによる情報配信（2面）
●みんなの健康（3面）
●市政功労者表彰・技能功労者等の表彰（4面）
●火災を防ぐために〜日頃からの備えを〜（5面）
●ざまインフォメーション（6・7面）
●市制施行50周年記念誌・市PR動画「LIFE�in�ZAMA」（8面）
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市
商
工
会
で
は
、
市
内
で
の

テ
レ
ワ
ー
ク
、
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
、
創
業
者
向
け
事
務
所
な
ど

に
利
用
可
能
な
施
設
と
し
て
、

市
商
工
会
本
館
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、「
市
商
工
会
Ｂ
ｉ
ｚ
プ

ラ
ザ
」
を
11
月
１
日
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

同
施
設
に
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や
充
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設
備
な
ど
を
完
備
す
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個
室
（
７
部
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や
フ
リ
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ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

見
学
の
申
し
込
み
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

利
用
条
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ど
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し
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工
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ホ
ー
ム
ペ

ー
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/
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11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す
。

児
童
虐
待
防
止
に
は
、
地
域

ぐ
る
み
で
子
ど
も
の
見
守
り
を

す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。
私
た

ち
一
人
一
人
が
虐
待
に
い
ち
早

く
気
付
き
、行
動
す
る
こ
と
が
、

子
ど
も
た
ち
を
救
う
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

虐
待
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を

発
見
し
た
方
は
、
速
や
か
に
市

や
児
童
相
談
所
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

児
童
虐
待
の
特
徴

•
不
自
然
な
傷
や
あ
ざ
が
あ
る

•�

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、

兄
弟
姉
妹
間
の
差
別
が
あ
る

•�

不
潔
な
衣
類
、
異
臭
な
ど
不

衛
生
な
生
活
を
さ
せ
ら
れ
て

い
る

•�

わ
い
せ
つ
な
行
為
（
ポ
ル
ノ

グ
ラ
フ
ィ
の
対
象
を
含
む
）

を
さ
せ
ら
れ
て
い
る

•�

日
常
的
に
大
人
が
担
う
よ
う

な
家
族
の
介
護
や
看
病
、
世

話
を
し
て
い
る

連絡・相談先 電話番号 受付時間
子ども政策課 ０４６（２５２）８０２６ 月曜～金曜日午前 ８時３０分～午後 ５時１５分
厚木児童相談所 ０４６（２２４）１１１１ 月曜～金曜日午前 ８時３０分～午後 ５時１５分
子ども・家庭１１０番 ０４６６（８４）７０００ 午前 ９時～午後 ８時
人権・子どもホットライ
ン ０４６６（８４）１６１６ 午前 ９時～午後 ８時

児童相談所全国共通ダ
イヤル １８９ ２４時間対応

※緊急時は座間警察署☎０４６（２５６）０１１０へ。
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市
で
は
、「
市
L
I
N
E
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
」
で
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
で
市
が
配
信

す
る
情
報
を
受
け
取
る
に
は
、

市
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
「
友
だ

ち
」
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。「

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
ア
プ
リ
を
イ

ン
ス
ト
ー
ル
の
上
、
市
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
（@

zam
a_city

）

を
ア
プ
リ
内
で
検
索
す
る
か
、

本
紙
１
面
下
部
の
２
次
元
コ
ー

ド
か
ら
「
友
だ
ち
登
録
」
を
し

て
く
だ
さ
い
。
登
録
後
は
次
の

通
り
受
信
設
定
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
パ
ソ
コ
ン
版
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

ア
プ
リ
で
は
各
分
野
別
の
情
報

を
受
信
で
き
ま
せ
ん
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

受
信
設
定
方
法

友
だ
ち
登
録
後
に
選
択
し
た

「
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
」「
子
育
て
」

な
ど
の
分
野
別
に
、
市
か
ら
の

お
知
ら
せ
を
配
信
し
ま
す
。

設
定
し
た
内
容
は
市
か
ら
の

情
報
配
信
時
な
ど
に
利
用
し
ま

す
が
、
設
定
し
な
い
こ
と
も
で

き
ま
す
（
そ
の
場
合
は
一
斉
配

信
し
た
内
容
の
み
配
信
さ
れ
、

各
分
野
別
の
情
報
配
信
は
さ
れ

ま
せ
ん
）。
ま
た
、
設
定
し
た

内
容
は
後
か
ら
変
更
で
き
ま
す
。

ト
ー
ク
画
面
下
部
メ
ニ
ュ
ー

内
の
「
受
信
設
定
」
ボ
タ
ン
を

押
し
、設
定
を
し
て
く
だ
さ
い
。

情
報
の
分
野

現
在
、
次
の
分
野
別
に
情
報

を
配
信
し
て
い
ま
す
。

•
イ
ベ
ン
ト
・
講
座

•
防
災
・
防
犯

•
健
診
・
予
防
接
種

•
子
育
て

•
教
育
・
文
化
・
芸
術

•
健
康
・
医
療
・
ス
ポ
ー
ツ

•
福
祉

•
環
境
・
ご
み

•
広
報

•�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
•�

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
65

歳
以
上
）

•�

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
64

歳
以
下
）

•�

市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
ざ
ま
り
ん
」

案内に従い登録を進めてください案内に従い登録を進めてください

メニューより「受信設定」ボタンをタップしてください。
※�メニューが表示されない場合は、メッセージ欄で「中止」を
入力し送信すると「≡」マークが表示されメニューを開くこ
とができます。

※�上記メニュー画面は、１２月 １ 日（水）午前１０時ごろから表示
されます。

STEP1
「受信設定」ボタンを
タップ

STEP2
「受け取りたい情報
の分野」を選択

１ .「選択」をタップしてください。
２ .受信したい分野を選択し、「確定」ボタンをタップしてくだ
さい。

２１

STEP3
「受信設定」の登録

修正事項がない場合には、「登録」ボタンをタップしてくださ
い。
以上で、「受信設定」の登録作業は終了です。
なお、途中で登録を中止したい場合には「中止」ボタンを、修
正したい場合には「修正」ボタンをタップしてください。

み
ん
な
で
防
ご
う　
子
ど
も
へ
の
虐
待

み
ん
な
で
防
ご
う　
子
ど
も
へ
の
虐
待

受
け
取
り
た
い
情
報
を
選
ん
で
受
信

受
け
取
り
た
い
情
報
を
選
ん
で
受
信

メニューが表示されない場合

⇒「メニューをとじる/ひらく」をタップ

⇒枠部分をタップ

⇒メニュー表示完了

１ ２

ZAMA HOT LINEざまホットライン

広報ざま【座間市のお知らせ】No.1135� 2 �令和3年（2021年）11月15日



とき＝①11月26日②12月 3 日いずれも金曜日午前
９時30分〜10時30分受け付け　ところ＝①北地区
文化センター②ひばりが丘コミュニティセンター　
内容＝身体測定と食事・発育・育児の相談　持ち
物＝①②母子健康手帳、バスタオル②上履き　申
込方法＝電話で担当へ

とき＝12月10日（金）午後 2時〜 3時（受け付け
は午後 1 時50分まで）　ところ＝市民健康センタ
ー　内容＝離乳食のすすめ方　対象＝ 7〜おおむ
ね 8カ月児とその保護者（離乳食が 2回食）　定員
＝12組（申込順）　持ち物＝母子健康手帳、ティー
スプーン、抱っこひもなど　申込方法＝電話で担
当へ

とき＝随時　ところ＝市民健康センター　内容＝
健康全般について栄養士、保健師へ相談　持ち物
＝健康手帳（持っていない方には当日発行）　申込
方法＝電話で担当へ

ぴよぴよ・チェリー教室

育児相談

個別健康相談

担当　医療課　☎046（252）7295　FAX 046（252）7043救急診療

診療科目 電話番号 診療場所 受付時間
内科・外科 ☎046（252）9090 休日急患センター

（市民健康センター 1階）
午前 ９時〜11時45分、午後 2時〜 4時45分

歯　科 ☎046（252）8217 午前 ９時〜11時45分、午後 2時〜 4時30分

耳鼻咽喉科・
婦人科・眼科 消防テレホンサービス☎046（251）0119でご確認ください。

午前 ９時〜正午、午後 2時〜 5時（診療時間）
※当番医療機関により異なる場合があります。
受付・診療時間は必ず当番医療機関へお問い合
わせください。

小児科
（外科系を除く）☎046（255）9933

休日急患センター
（市民健康センター 1階） 午前 ９時〜11時45分、午後 2時〜 4時45分

◆休日（日曜日、祝・休日）昼間

診療科目 電話番号 診療場所 受付時間

内　科 ☎046（252）9090 休日急患センター（市民健康センター 1階）
月曜〜金曜日　　　　　：午後 7時〜 ９時45分
土曜・日曜日、祝・休日：午後 6時〜 ９時45分

外　科 消防テレホンサービス☎046（251）0119でご確認ください。午後 6時〜10時（診療時間）
小児科

（外科系を除く）☎046（255）9933
休日急患センター
（市民健康センター 1階）

月曜〜金曜日　　　　　：午後 7時〜 ９時45分
土曜・日曜日、祝・休日：午後 6時〜 ９時45分

◆夜　間

診療科目 電話番号 診療場所 受付時間
内科・外科 消防テレホンサービス☎046（251）0119でご確認ください。午後10時〜翌日午前 8時
小児科

（外科系を除く）小児救急情報センター☎046（255）9933でご確認ください。
午後10時〜翌日午前 7時
（重症の場合は午前 8時）

◆深　夜

※聴覚障がいのある方は、専用ファクス FAX 119へお問い合わせください。
※救急診療は、急病で困ったときにご利用ください。
※基本的に救急診療は応急処置を行いますので、後日かかりつけの病院などで必ず診察を受けてください。
※電話をかける場合は電話番号をお確かめの上、お間違えのないようご注意ください。

もぐもぐ教室

赤ちゃん教室
とき＝12月10日（金）午前10時〜11時（受け付けは
午前 ９時50分まで）　ところ＝市民健康センター　
内容＝離乳食の作り方・すすめ方　対象＝ 5〜お
おむね 6カ月児とその保護者　定員＝12組（申込
順）　持ち物＝母子健康手帳、ティースプーン、抱

とき＝11月26日（金）午前10時〜11時　ところ＝
市民健康センター　内容＝子育ての悩みや出来事
などを保健師、助産師と語り合う　対象＝2,500グ
ラム未満で生まれた乳児、双子以上の多胎児（い
ずれも 1歳ぐらいまで）とその家族　持ち物＝母

健康相談
とき＝11月26日（金）午前 ９時20分〜 ９時30分、
午前 ９時50分〜10時、午前10時20分〜10時30分　
ところ＝北地区文化センター　定員＝各回 2人　
内容＝健康相談、栄養相談、禁煙相談（対象は 1
カ月以内に禁煙を始めたい方）　持ち物＝健康手
帳　申込方法＝電話で担当へ

子健康手帳、バスタオル、おもちゃ、おむつ、ミ
ルクなど　申込方法＝11月25日（木）までに電話
で担当へ

っこひもなど　申込方法＝電話で担当へ

　市では、11月以降に12歳の誕生日を迎える
方や、ワクチン接種を2回目まで完了してい
ない方を対象にワクチン接種を実施します。
なお、12歳になる方の接種券等一式は、誕生
日の翌週に送付します。
〇予約開始日　11月下旬を予定
〇接種会場　市内医療機関
※�医療機関では予約を受け付けできません。
問い合わせはお控えください。
※�予約開始日や接種日、接種会場などは決ま
り次第、市LINE公式アカウント、市ホーム
ページなどでお知らせします。
〇予約方法
・�市LINE公式アカウントから予約（24時間受
付）
�　次の 2次元コードから、「座間
市LINE公式アカウント」を友だ
ち登録し、トーク画面のメニュ
ー（新型コロナワクチン接種予
約受付）から、案内に従い接種券番号と生年
月日を入力後、希望する会場・日時を選択し
てください。
※�接種希望者本人以外のスマートフォンなど
からの予約、 1台のスマートフォンなどか
ら複数人の予約可。
・電話で予約
�　専用ダイヤル☎0570（666）5９4へ電話をか
け、案内に従い接種券番号と生年月日を伝え
てください。
※�接種希望者本人以外の方からの予約、 1回
の電話で複数人の予約可。
〇LINEでの情報の受け取り方
　詳しくは本紙 2面「市LINE公式アカウント
による情報配信」をご覧ください。
※�新型コロナウイルスワクチン接種に関する
情報を受け取るには、「コロナワクチン接
種」の分野を選択する必要があります。
〇�問い合わせ先　新型コロナウイルスワクチ
ン接種相談・予約専用ダイヤル☎0570（666）
5９4（午前10時〜午後 7時　無休）

担当� 新型コロナウイルスワクチン
接種推進課

☎046（252）8405　FAX046（255）3550

新型コロナウイルス
ワクチン接種

11月以降に12歳になる方などへ

○�と　き　12月11日・18日いずれも土曜日午
後 1時30分〜 3時
○ところ　市公民館 2階会議室
○�内　容　睡眠について正しく知り、より良
い睡眠を取る方法を学ぶ
○対　象　市内在住・在勤・在学者
○定　員　20人（申込順）
○参加費　無料
○持ち物　筆記用具
○�申込方法　12月10日（金）までに電話、フ
ァクスまたは直接担当へ
※�新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、当日の体調不良や感染が疑われる場合
は受講をご遠慮ください。
担当� 市公民館

☎046（255）3131　FAX046（252）2776

○�と　き　12月 5 日（日）午後 1時30分〜 4時
30分（午後 1時15分受付開始）

○ところ　消防庁舎 4階救急講習室
○�内　容　応急手当の重要性、胸骨圧迫、自
動体外式除細動器（AED）の使用他

○�対　象　市内在住・在勤・在学者（中学生
以上）

※子ども連れでの受講不可。
○定　員　10人（申込順）
○持ち物　筆記用具
○�申込方法　11月15日（月）午前 8時30分以
降に電話、ファクスまたは直接担当へ

※�新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、受講内容に制限があります。また、感
染状況により中止する場合があります。

担当� 消防管理課
☎046（256）2211　FAX046（256）2215

普通救命講習Ⅰ
くらしに役立つ

睡眠と健康の知恵袋

暮らしの健康講座

0120（867）860
※ファミリー・ケア・ネットワーク（https://
familycare.sociohealth.co.jp/）から「WEB健康
相談」を利用できます。6桁の番号には「867860」
と入力してください。
担当　医療課　☎046（252）72９5　 FAX046（252）7043

座間市24時間健康電話相談

担当　健康づくり課　☎046（252）7225　FAX�046（255）3550

みんなの 健　康けん こう

FAX 03(3562)8435

広報ざま【座間市のお知らせ】No.1135� 3 �令和3年（2021年）11月15日
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賞
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担
当　
　
情
報
シ
ス
テ
ム
課　
☎
０
４
６（
２
５
２
）８
３
７
９

�

FAX
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

市
政
功
労
者
表
彰
・

市
政
功
労
者
表
彰
・

��
技
能
功
労
者
等
の
表
彰

技
能
功
労
者
等
の
表
彰

担
当

市
政
功
労
者
表
彰
に
つ
い
て

�
秘
書
課　
☎
０
４
６（
２
５
２
）７
５
４
４

�

FAX
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

技
能
功
労
者
等
の
表
彰
に
つ
い
て

�

商
工
観
光
課　
☎
０
４
６（
2
5
2
）7
6
0
4

�
FAX
０
４
６（
2
5
5
）3
5
5
0

◆
市
政
功
労
者
表
彰

市
で
は
、
11
月
3
日
に
開
催

し
た
市
制
施
行
50
周
年
記
念
式

典
で
、
各
分
野
で
功
績
の
あ
っ

た
市
政
功
労
者
16
人
・
1
団
体

を
表
彰
し
、
1
人
・
5
団
体
に

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
市
制
施
行

50
周
年
を
記
念
し
、
特
別
功
労

表
彰
を
2
人
に
、
特
別
感
謝
状

を
6
団
体
に
贈
り
ま
し
た
。
受

賞
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す

（
敬
称
略
）。

一
般
表
彰

【
統
計
調
査
】

▽
𫝆
井
澄
子
（
東
原
）
＝
各
種

の
統
計
調
査
に
精
励
さ
れ
、
統

計
行
政
の
推
進
に
寄
与

【
市
民
生
活
】

▽
大
矢
一
則
（
南
栗
原
）
＝
地

域
活
動
に
献
身
的
に
取
り
組
ま

れ
、
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与

【
教
育
文
化
】

▽
伊
藤
洸
輝
（
入
谷
西
）
＝
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
と
し
て

青
少
年
に
夢
と
希
望
を
与
え
、

ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
お
よ
び
普
及

に
寄
与
▽
深
沢
恒
雄（
入
谷
東
）

＝
座
間
の
大
凧
の
伝
統
技
術
の

継
承
に
取
り
組
ま
れ
、
伝
統
文

化
の
向
上
に
寄
与
▽
柳
澤
粧
容

子
（
東
原
）
＝
子
ど
も
会
の
活

動
に
取
り
組
ま
れ
、
青
少
年
の

健
全
育
成
の
向
上
に
寄
与

【
消
防
】

▽
座
間
市
立
野
台
地
区
女
性
消

防
隊
（
立
野
台
）
＝
地
域
女
性

消
防
隊
と
し
て
防
火
防
災
活
動

に
尽
力
さ
れ
、
地
域
防
災
の
向

上
に
寄
与

自
治
功
労
表
彰

【
保
健
医
療
】

▽
濵
崎
俊
一
（
大
和
市
）
＝
学

校
歯
科
医
と
し
て
学
校
保
健
の

充
実
に
尽
力
さ
れ
、
市
政
の
進

展
に
寄
与
▽
入
澤
彰
仁
（
大
和

市
）、
榎
豊
子
（
相
模
原
市
）、

金
井
雅
仁
（
相
模
が
丘
）、
菊

田
秀
一
（
さ
が
み
野
）、
中
川

正
行
（
東
京
都
世
田
谷
区
）
＝

介
護
認
定
審
査
会
委
員
と
し
て

保
健
医
療
お
よ
び
福
祉
の
向
上

に
尽
力
さ
れ
、
市
政
の
進
展
に

寄
与

【
社
会
福
祉
】

▽
本
多
啓
子
（
新
田
宿
）
＝
民

生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
地
域

福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
市

政
の
進
展
に
寄
与

【
消
防
】

▽
飯
田
篤
之（
ひ
ば
り
が
丘
）、

齋
藤
通
泰
（
小
松
原
）
＝
消
防

団
活
動
を
通
じ
て
防
火
・
防
災

の
推
進
に
尽
力
さ
れ
、
市
政
の

進
展
に
寄
与

【
教
育
文
化
】

▽
萩
原
正
恵
（
南
栗
原
）
＝
青

少
年
指
導
員
と
し
て
青
少
年
の

育
成
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
青
少

年
の
健
全
育
成
に
寄
与

【
議
会
】

▽
池
田
德
晴
（
広
野
台
）
＝
市

議
会
議
員
と
し
て
そ
の
任
を
尽

く
さ
れ
、
市
政
の
進
展
に
寄
与

感
謝
状

▽
医
療
法
人

愛
育
こ
ど
も
ク

リ
ニ
ッ
ク
（
大
和
市
）、
イ
オ

ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社
（
千
葉

県
千
葉
市
）、
北
原
茂
夫
（
立

野
台
）
＝
行
政
に
対
す
る
深
い

理
解
を
も
っ
て
、
貴
重
な
浄
財

を
寄
付
さ
れ
、
市
政
の
進
展
に

寄
与
▽
株
式
会
社
ハ
ウ
ス
メ
ッ

シ
ュ
（
広
野
台
）
＝
教
育
行
政

に
対
す
る
深
い
理
解
を
も
っ

て
、貴
重
な
浄
財
を
寄
付
さ
れ
、

市
政
の
進
展
に
寄
与
▽
有
限
会

社
日
栄
ハ
イ
ム
（
相
模
が
丘
）

＝
社
会
福
祉
に
対
す
る
深
い
理

解
を
も
っ
て
、
貴
重
な
浄
財
を

寄
付
さ
れ
、
市
政
の
進
展
に
寄

与▽
株
式
会
社
ノ
ジ
マ（
横
浜
市
）

＝
行
政
に
対
す
る
深
い
理
解
を

も
っ
て
、
貴
重
な
電
気
機
器
を

寄
付
さ
れ
、
市
政
の
進
展
に
寄

与

市
制
施
行
50
周
年
記
念

特
別
功
労
表
彰

▽
大
友
奉
（
緑
ケ
丘
）
＝
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
醸
成
役
と

な
り
、
地
域
社
会
福
祉
の
推
進

に
尽
力
さ
れ
、
市
政
の
進
展
に

寄
与
▽
峰
尾
昌
子
（
南
栗
原
）

＝
地
域
社
会
づ
く
り
の
推
進
や

社
会
教
育
の
向
上
に
尽
力
さ

れ
、
市
政
の
進
展
に
寄
与

市
制
施
行
50
周
年
記
念

特
別
感
謝
状
贈
呈

▽
座
間
華
道
協
会
（
新
田
宿
）

＝
市
庁
舎
を
四
季
折
々
の
生
花

で
飾
り
、
訪
れ
る
市
民
の
目
を

和
ま
せ
、
環
境
美
化
に
寄
与
▽

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ざ
ま
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
入
谷
東
）
＝
訓
練
や
研
修

会
の
立
案
お
よ
び
実
施
に
参
画

し
、
市
民
の
防
災
意
識
を
向
上

さ
せ
、
公
共
事
業
の
進
展
に
寄

与
▽
日
産
自
動
車
株
式
会
社
座

間
事
業
所
（
広
野
台
）
＝
用
地

の
寄
贈
に
よ
り
公
共
事
業
の
円

滑
な
執
行
へ
の
寄
与
お
よ
び
社

会
貢
献
活
動
を
通
し
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
に
寄
与

▽
株
式
会
社
Ｅ
ｎ
ｖ
ｉ
ｓ
ｉ

ｏ
ｎ 

Ａ
Ｅ
Ｓ
Ｃ 

Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ

（
広
野
台
）
＝
行
政
に
対
す
る

深
い
理
解
を
も
っ
て
、
多
年
に

わ
た
り
、
貴
重
な
浄
財
や
備
品

を
寄
付
さ
れ
、
市
政
の
進
展
に

寄
与
▽
全
日
産
・
一
般
業
種
労

働
組
合
連
合
会
神
奈
川
地
方
協

議
会
（
横
浜
市
）
＝
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
公
演
に
障
が
い
児
・
者
を

招
待
さ
れ
、
社
会
福
祉
へ
の
貢

献
に
寄
与
▽
座
間
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
座
間
）
＝
教
育
・
福

祉
に
対
す
る
深
い
理
解
を
も
っ

て
、
貴
重
な
備
品
な
ど
を
寄
付

さ
れ
、
教
育
行
政
と
福
祉
の
向

上
に
寄
与

◆
技
能
功
労
者
等
の
表
彰

市
で
は
、
長
く
同
一
の
職
種

に
従
事
し
、
後
進
の
指
導
・
育

成
や
業
界
の
発
展
に
努
め
る
な

ど
の
功
績
に
よ
り
各
団
体
か
ら

推
薦
さ
れ
た
次
の
5
人
の
方
々

を
表
彰
し
ま
し
た（
敬
称
略
）。

技
能
功
労
者
表
彰

浜
洋
（
有
限
会
社
ヘ
ア
ー
サ
ロ

ン

ハ
マ
）、
築
井
徳
成
（
日

産
自
動
車
株
式
会
社
座
間
事
業

所
）優

良
技
能
者
表
彰

山
村
友
亨
（
グ
ッ
ド
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
）、
川
野
豊
正
（
日
産
自

動
車
株
式
会
社
座
間
事
業
所
）、

近
藤
光
寿
（
日
産
自
動
車
株
式

会
社
座
間
事
業
所
）

市
と
市
統
計
調
査
員
協
議
会

で
は
、
例
年
「
統
計
グ
ラ
フ
コ

ン
ク
ー
ル
」を
実
施
し
て
お
り
、

今
回
は
、
市
内
の
小
・
中
学
生

か
ら
77
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
通
り

で
す
（
敬
称
略
）。

◆
第
１
部（
小
学
１
・
２
年
生
）

▽
特
選
＝
眞
辺
伊
織
（
座
間
小

学
校
２
年
）
▽
入
選
＝
宮
杉
廣

一
（
東
原
小
学
校
２
年
）
▽
佳

作
＝
森
田
ひ
ま
り
（
中
原
小
学

校
２
年
）
▽
奨
励
賞
＝
鈴
木
美

琴
羽
（
入
谷
小
学
校
１
年
）
▽

市
統
計
調
査
員
協
議
会
奨
励
賞

＝
中
村
優
李
（
入
谷
小
学
校
２

年
）、
永
野
優
姫
（
ひ
ば
り
が

丘
小
学
校
２
年
）

◆
第
２
部（
小
学
３
・
４
年
生
）

▽
特
選
＝
吉
川
稀
子
（
立
野
台

小
学
校
４
年
）
▽
入
選
＝
内
山

陽
路
（
立
野
台
小
学
校
４
年
）

▽
佳
作
＝
塚
原
優
成
（
相
模
野

小
学
校
３
年
）
▽
奨
励
賞
＝
佐

藤
晄
太
郎
（
立
野
台
小
学
校
４

年
）
▽
市
統
計
調
査
員
協
議
会

奨
励
賞
＝
水
野
佐
保
（
立
野
台

小
学
校
３
年
）、永
井
莉
央
（
中

原
小
学
校
３
年
）、
下
平
結
月

（
相
武
台
東
小
学
校
４
年
）

◆
第
３
部（
小
学
５
・
６
年
生
）

▽
特
選
＝
丸
山
倖
輝
（
栗
原
小

学
校
６
年
）
▽
入
選
＝
加
藤
優

月
（
座
間
小
学
校
５
年
）
▽
佳

作
＝
武
儀
山
わ
か
な
（
相
模
野

小
学
校
６
年
）
▽
奨
励
賞
＝
金

尾
理
玖
（
入
谷
小
学
校
５
年
）

▽
市
統
計
調
査
員
協
議
会
奨
励

賞
＝
榮
利
実
結
菜
（
中
原
小
学

校
６
年
）、
加
藤
颯
也
（
相
模

野
小
学
校
５
年
）

◆
第
４
部
（
中
学
生
）

▽
特
選
＝
西
田
莉
汐
、
西
田
莉

穂
（
座
間
中
学
校
２
年
）
▽
入

選
＝
松
本
唯
都
（
東
中
学
校
２

年
。
県
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
）

作
品
展
覧
会

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
出

品
作
品
を
次
の
通
り
展
示
し
ま

す
。

◆
入
賞
作
品
展
覧
会

○�

と　
き　
11
月
22
日
（
月
）

〜
12
月
3
日
（
金
）
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
。
最
終
日
は
午
後
3
時

ま
で
）

○�

と
こ
ろ　
市
役
所
１
階
市
民

サ
ロ
ン

○
入　
場　
自
由

◆
作
品
展
覧
会

○�

と　
き　
令
和
4
年
1
月
6

日
（
木
）
〜
8
日
（
土
）
午

前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

（
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

○�

と
こ
ろ　
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
座
間
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

○�

入　
場　
自
由
（
受
け
付
け

で
氏
名
お
よ
び
連
絡
先
な
ど

を
記
入
）

市
で
は
、「
ざ
ま
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と

協
働
で
、
減
災
・
災
害
対
応
の

技
能
と
知
識
を
身
に
つ
け
る
実

技
体
験
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

○�

と　
き　
11
月
28
日
（
日
）

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

　

 

※
雨
天
時
は
体
験
内
容
を
縮

小
し
て
自
治
会
館
、
ひ
ば
り

が
丘
老
人
憩
い
の
家
な
ど
で

実
施
、
荒
天
時
は
中
止
。

○
と
こ
ろ　
ひ
ば
り
が
丘
公
園

○�

定　
員　
1
0
0
人
（
申
込

順
）

○
参
加
費　
無
料

○�

持
ち
物　
軍
手
、
飲
み
物

○�

申
込
方
法　
11
月
26
日（
金
）

ま
で
に
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
直
接
担
当
へ

減
災
・
災
害
対
応
訓
練

減
災
・
災
害
対
応
訓
練

��

体
験
型
講
座

体
験
型
講
座

担
当　
　
　
　
危
機
管
理
課　
☎
０
４
６（
２
５
２
）7
3
9
5

�

FAX
０
４
６（
2
5
2
）7
7
7
3
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火
災
を
防
ぐ
た
め
に

火
災
を
防
ぐ
た
め
に

～
日
頃
か
ら
の
備
え
を
～

～
日
頃
か
ら
の
備
え
を
～

担
当　
　
　
　
　
　
予
防
課　
☎
０
４
６（
2
5
6
）2
1
8
7

�

FAX
０
４
６（
2
5
6
）3
2
2
5

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
空
気
が

乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
本
紙
11
月
１
日

号
４
面「
秋
季
火
災
予
防
運
動
」

で
紹
介
し
た
「
放
火
さ
せ
な
い

環
境
づ
く
り
」
や
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。正

し
く
ス
ト
ー
ブ
を
利
用

し
ま
し
ょ
う

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
安
全
に
使

用
す
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・�

給
油
は
必
ず
消
火
し
て
か
ら

行
う
。

・�

ワ
ン
タ
ッ
チ
式
の
給
油
口
は

確
実
に
ロ
ッ
ク
し
、
開
か
な

い
こ
と
を
確
認
す
る
。

・�

ね
じ
式
の
給
油
口
は
給
油

後
、
給
油
口
を
下
に
し
て
油

漏
れ
が
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。

こ
ん
ろ
が
原
因
の
火
災
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

こ
ん
ろ
を
使
用
す
る
と
き
に

は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

・�

調
理
中
は
絶
対
に
そ
の
場
を

離
れ
な
い
。

・�

こ
ん
ろ
の
火
が
自
分
の
衣
服

に
着
火
し
な
い
よ
う
に
身
の

回
り
に
注
意
す
る
。

◆
こ
ん
ろ
の
火
災
を
消
火
す
る

と
き

・�
高
温
の
油
が
飛
び
散
っ
て
火

が
大
き
く
な
る
の
で
水
を
掛

け
な
い
。

・�

消
火
器
の
薬
剤
を
油
面
に
直

接
掛
け
る
と
、
油
が
飛
び
散

る
危
険
が
あ
る
の
で
数
メ
ー

ト
ル
離
れ
て
鍋
の
縁
に
当
て

油
面
に
流
し
こ
む
よ
う
に
狙

う
。

・�

消
火
器
が
な
い
時
に
は
、
水

で
濡
ら
し
軽
く
絞
っ
た
タ
オ

ル
で
鍋
を
覆
い
消
火
す
る
方

法
も
あ
る
が
、
危
険
な
の
で

無
理
は
し
な
い
。

消
火
器
で
火
災
に
備
え
ま

し
ょ
う

消
火
器
は
最
も
身
近
な
消
火

器
具
で
す
。
最
近
で
は
従
来
か

ら
あ
る
ホ
ー
ス
と
レ
バ
ー
が
付

い
た
消
火
器
の
他
、
レ
バ
ー
の

み
の
物
や
ス
プ
レ
ー
式
の
簡
易

消
火
器
な
ど
数
多
く
の
種
類
の

消
火
器
が
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
、

消
火
器
や
用
具
を
備
え
ま
し
ょ

う
。

◆
消
火
器
の
使
い
方

①
安
全
ピ
ン
を
抜
く
。

②�

ホ
ー
ス
や
噴
射
口
を
火
元
に

向
け
て
、
レ
バ
ー
を
握
る
。

③�

火
元
に
向
け
て
手
前
か
ら
覆

う
よ
う
に
噴
射
す
る
。

◆
古
く
な
っ
た
消
火
器
に
ご
注

意
を消

火
器
は
消
火
剤
を
噴
出
す

る
た
め
、
高
い
圧
力
で
薬
剤
が

充じ
ゅ
う

填て
ん

さ
れ
て
お
り
、
変
形
、

傷
、
腐
食
な
ど
が
あ
る
と
破
裂

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
腐
食

し
な
い
場
所
に
置
き
、
製
造
か

ら
10
年
以
上
経
過
し
た
消
火
器

は
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
消
火
器
が
古
く
な
っ
た

り
傷
つ
い
た
り
し
て
い
る
場
合

は
、
点
検
・
回
収
業
者
を
紹
介

し
ま
す
の
で
、
担
当
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意

を
一
般
家
庭
に
は
消
火
器
を
設

置
す
る
法
的
な
義
務
は
あ
り
ま

せ
ん
。
悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど

に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点

検
を
し
ま
し
ょ
う

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
新
築

住
宅
が
平
成
18
年
（
既
存
住
宅

は
平
成
23
年
6
月
）
か
ら
設
置

が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

設
置
か
ら
10
年
が
経
過
す
る

と
、
電
池
切
れ
、
本
体
電
子
部

品
の
故
障
な
ど
に
よ
り
正
常
に

作
動
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
点
検
を
行
い
正
常
に
作
動

し
な
い
場
合
は
本
体
を
交
換
す

る
な
ど
、
適
切
な
維
持
管
理
を

し
ま
し
ょ
う
。

◆
点
検
方
法

　
点
検
ボ
タ
ン
ま
た
は
点
検
ひ

も
を
引
っ
張
り
正
常
に
作
動
す

る
か
確
認
す
る
。
正
常
に
作
動

し
な
い
場
合
は
電
池
切
れ
・
故

障
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

�

※
設
置
か
ら
10
年
以
上
経
過

し
て
い
る
も
の
は
交
換
す
る

こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
募
集

消
防
団
員
募
集

担
当　
　
　
　
　
　
警
防
課　
☎
０
４
６（
2
5
6
）2
4
1
2

�

FAX
０
４
６（
2
5
6
）2
2
1
5

消
防
団
と
は

消
防
団
は
、
地
元
地
域
の
実

情
に
精
通
し
、
地
域
密
着
性
、

要
員
動
員
力
お
よ
び
即
時
対
応

力
の
面
で
も
優
れ
た
組
織
で
あ

り
、
大
規
模
災
害
時
の
対
応
や

身
近
な
災
害
へ
の
取
り
組
み
な

ど
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
上
で
不
可
欠
な
存
在
で

す
。

東
日
本
大
震
災
発
生
以
降
、

消
防
団
の
活
動
が
報
じ
ら
れ
、

消
防
団
に
寄
せ
る
期
待
は
大
き

い
も
の
の
、
消
防
団
員
の
減
少

は
全
国
的
に
深
刻
な
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
市
消
防
団
に
お

い
て
も
、
４
月
１
日
時
点
で
３

２
人
の
欠
員
が
出
て
い
る
状
況

で
す
。

消
防
団
員
募
集

消
防
団
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
職

業
の
方
が
お
り
、
消
防
団
活
動

を
通
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と

の
出
会
い
や
経
験
な
ど
が
で
き

ま
す
。

地
元
地
域
を
守
る
と
い
う
情

熱
が
あ
る
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
消
防

団
員
と
し
て
活
動
し
ま
し
ょ

う
。
次
の
入
団
条
件
全
て
を
満

た
す
方
は
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
直
接
担
当
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
入
団
条
件

・
市
内
在
住
・
在
勤
者

・
18
歳
以
上
45
歳
未
満
の
方

・
体
力
に
自
信
の
あ
る
方

市では、住所に基づき、就学先の小・中学校を指定していますが、下表に該当
する場合、「指定校変更申立」ができます。なお、理由が相当でない場合、登下校
および緊急時の安全に問題がある場合などは変更できません。

詳しくは担当へお問い合わせください。

担当� 学校教育課　☎046（252）8739　FAX046（252）4311

小・中学校の指定校の変更

要　　件 対象学年 変更期間 必要事項
1 いじめ被害への対応

小・中学校
全学年

必要期間

2 地理的な事由による通学
の安全確保などの事情

判断するための資料
となるものの提出

3

指定された中学校に希望
する部活動がないため希
望する部活動が行われて
いる、住所地から最寄り
の他の中学校に就学をし
たい

中学 1 年生 変更先学校長の同意

4
市内転居したが、引き続
き従前の学校に就学をし
たい

小学 6 年生、
中学 3 年生 卒業まで 従前学校長の同意

5
学期途中で市内転居した
が、引き続き従前の学校
に就学をしたい

小 学 1 ～ 5 年
生、中学 1 ～ 2
年生

転居した
学年の学
年末まで

従前学校長の同意

6
新築や改築などで、一時
的に学区外へ引っ越しを
したが、従前の学校に就
学をしたい

小・中学校
全学年

必要期間

売買契約書または賃
貸契約書の写しの提
出

7
学区外へ転居が確実なた
め、転居先の学区の学校
へ就学をしたい

売買契約書または賃
貸契約書の写しの提
出

8 心身や通院などの事情で
配慮を必要とする

医師による診断書の
写しなどの提出

9

自宅に帰っても、児童を
保護する者がいないとき
に、保護者の帰宅まで親
戚などの家や勤務先・店
舗などで児童を預かる

小学校
全学年

預 り 先 住 所（ 所 在
地）、保護者の就労な
どが確認できる書面
の提出

10

指定校で国際教室が開級
されていない場合で、国
際教室に入級するため、
開級している居住地から
最寄りの他の小・中学校
に就学をしたい 小・中学校

全学年

保護者の母語または
日本語訳での書類記
入

11 指定校変更許可区域に住
んでいる 卒業まで

12
要件 6 ～ 9 で指定校を変
更した児童・生徒の兄弟
姉妹である

必要期間
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お問い合わせやお申し込みは開館日時をご確認の上、ご連絡ください。市役所は原則として祝・休日や年末年始を除く月曜〜金曜日の午前 8時30分〜
午後 5時15分にお願いします。なお、ファクスでお申し込みの場合は、「件名」、「連絡先」など必要事項を明記してください。

座
間

案内

とき＝月 ４ 回程度　ところ＝厚木保
健福祉事務所　内容＝心の病気、ア
ルコール・薬物などの依存症、認知
症の相談
専門的栄養相談
とき＝問い合わせ先へご確認くださ
い　ところ＝厚木保健福祉事務所　
内容＝難病や合併症を有する方とそ
の家族のための食事相談
療育歯科相談
とき＝月 ２ 回程度（火曜または水曜
日）①午前 ９ 時～正午②午後 １ 時 
３０分～ ４ 時　ところ＝厚木保健福祉
事務所　内容＝病気や障がい、発達
の遅れなどがある ３ 歳未満児の歯科
相談
エイズ、梅毒の無料検査・相談
とき＝月 ２ 回程度（木曜日）　ところ
＝厚木保健福祉事務所　内容＝エイ
ズ・梅毒を匿名で検査、相談
【共通事項】
申込方法＝電話で問い合わせ先へ　
問い合わせ先＝厚木保健福祉事務所
☎０４6（２２４）１１１１
○目久尻川ふれあいウオーク
出発・受付時間＝１２月 ４ 日（土）午
前 ９ 時３０分～１０時（雨天中止）　と
ころ＝海老名市北部公園～寒川神社 

（１３キロメートル）　対象＝どなた
でも　参加費＝無料　参加方法＝直
接会場へ　問い合わせ先＝座間のホ
タルを守る会☎０8０（565３）66０6（脇
田）
○介護福祉士受験バックアップ講座
とき＝①１２月 5 日②１２日いずれも日
曜日午前 ９ 時３０分～午後 ４ 時４5分

（午前 ９ 時受付開始）　ところ＝サニ
ープレイス座間 ３ 階多目的室　内容
＝①人間と社会、介護②こころとか
らだのしくみ、医療的ケア、総合問
題（①②どちらかのみの受講可）　
対象＝市内在住・在勤の介護福祉士
受験資格を満たす方　定員＝２０人

（申込順）　参加費＝無料　申込方法
＝１２月 ３ 日（金）までに電話、ファク
ス、次の ２ 次元コードから申し込み

（ ２ 次元コードでの
申し込みはGoogle
のアカウントが必要
です）、または直接
問い合わせ先へ　問い合わせ先＝市
社会福祉協議会☎０４6（２66）２００6　FAX

０４6（２66）２００９
○沖縄アドベンチャースクール
　わくわく海あそび
とき＝１２月２5日（土）～３０日（木）5 泊
6 日　ところ＝沖縄県渡嘉敷村・那
覇市　内容＝ハーリー船体験、平和
学習、沖縄伝統料理体験、海遊び、
美ら海水族館見学他　対象＝小学 ２
年生～中学生　定員＝２０人（申込順）　
参加費＝出発地によって異なるため
問い合わせ先へお問い合わせくださ
い　申込方法＝１２月 ７ 日（火）まで
に電話、ファクスまたは電子メール
で問い合わせ先へ　問い合わせ先＝
公益財団法人国際青少年研究協会☎
０３（68２5）３１３０　FAX０３（３９8１）２７１２　
info@kskk.or.jp
○小学校休業等対応助成金・支援金
　神奈川労働局では、8 月 １ 日（日）

～１２月３１日（金）まで新型コロナウ
イルス感染症による小学校などの臨
時休業などにより仕事を休まざるを
えない保護者の皆さんを支援するた
め、有給休暇（年次有給休暇を除く）
を取得させた事業主に助成金を支給
しています。詳しくは問い合わせ先
へお問い合わせください。
問い合わせ先＝神奈川労働局雇用環
境・均等部☎０４5（２１１）７３5７（祝・休
日を除く月曜～金曜日午前 8 時３０分
～午後 5 時１5分受け付け）
○�いのちの電話相談ボランティア養
成講座
とき＝令和 ４ 年 ４ 月～令和 5 年 ３ 月
ところ＝横浜市内　内容＝精神的に
救いと励ましを求める方と電話で対
話を行うボランティアの養成　対象
＝令和 ３ 年 ３ 月末時点で２３歳以上の
方　定員＝４０人（選考あり）　参加
費＝ 5 万 5 千円　申込方法＝電話で
問い合わせ先へ　問い合わせ先＝社
会福祉法人横浜いのちの電話☎０４5

（３３３）6１6３
○アイヌの方々のための電話相談
　公益財団法人人権教育啓発推進セ
ンターでは、アイヌの方々からの電
話相談を受け付けています。嫌がら
せ、差別、プライバシー侵害など、
何でもご相談ください。相談は無料
で、秘密は厳守します（匿名可）。
受付時間＝月曜～金曜日（祝日、１２月
２９日～ １ 月 ３ 日を除く）午前 ９ 時～
午後 5 時※来訪による相談は午後 
１ 時～ 5 時（要予約）。　相談専用電
話＝アイヌの方々のための相談専用
フリーダイヤル ０１２０（７７１）２０8　問
い合わせ先＝公益財団法人人権教育
啓発推進センター☎０３（5７７７）１8０２　
FAX０３（5７７７）１8０３（東京都港区芝大門
２ －１０－１２KDX芝大門ビル ４ 階）

サークル会員募集サークル会員募集

このコーナーに掲載を希望する場
合は、市役所 ３ 階市政戦略課で配布
する掲載依頼用紙（市ホームページ
からダウンロード可）に必要事項を
明記し、市政戦略課に提出してくだ
さい。なお、掲載は申込順で １ 団体
年 １ 回の掲載ですので、ご了承くだ
さい。
○うた友
とき＝毎月第 １ ・ ３ 水曜日午前１０時 
～１１時４5分　ところ＝サニープレイ 
ス座間　内容＝童謡・唱歌を歌う　
対象＝どなたでも　会費＝入会金千
円、月額千円　問い合わせ先＝☎０４6 

（２5３）７０９5（鹿野）

ファクスまたは直接同プラザへ
◆�子ども広場「Englishクリスマス
パーティー」

とき＝１２月１5日（水）午後 １ 時～ ２
時　内容＝Jimさんと英語でクリス
マスパーティー　対象＝未就学児と
その保護者　定員＝１２組（申込順）　
参加費＝無料　申込方法＝１１月１5日

（月）午後 １ 時以降に電話、ファクス
または直接同プラザへ
◆HappyプラっとXmas
とき＝１２月１8日（土）午前１０時か
ら　内容＝①シンガーソングライタ
ーnozomiさんによるクリスマスコ
ンサート②ワークショップ　対象＝
小学生とその保護者　定員＝①２３組

（申込順）②各１5人程度（申込順）　参
加費＝ワークショップは各5００円か
ら　申込方法＝１１月１5日（月）午後
１ 時以降に電話、ファクスまたは直
接同プラザへ
◆NIGHT�LIVE
とき＝１２月２5日（土）午後 ７ 時～ 8
時　内容＝アマチュア音楽団による
演奏会　対象＝高校生以上の方　定
員＝３０人（申込順）　参加費＝5００円　
申込方法＝１１月１5日（月）午後 １ 時
以降に電話、ファクスまたは直接同
プラザへ

☎046（255）0077　 FAX046（255）1188

スカイアリーナ座間

◆ １～ ３月スポーツ教室
　スカイアリーナ座間では、表記教
室の申し込みを受け付けています。
申込方法＝往復はがき（ １ 枚につき
１ 人まで）で１１月３０日（火）（消印有
効）までに〒２5２－００１１相武台 １ －４７
－ １ スカイアリーナ座間スポーツ事
業班へ郵送、または１２月 8 日（水）
午前 ９ 時３０分以降に電話で担当へ※
詳しくは情報紙「エール」をご覧く
ださい。

善意のともしび善意のともしび
（敬称略）（敬称略）

◆市へ
▽パソコン 5 台、iPadAir 5 台、タ
ブレット端末１０台、モニター ３ 台、
ポータブル電源 ３ 台、加湿器 ２ 台、
サーキュレーター 5 台、シーリング
３ 台、LED電球３２個、アルカリ電池

（単 ３ 　１９２本、単 ４ 　２００本）、マス
ク（5０枚入り　４０箱） ３ 箱＝株式会
社ノジマ▽ざまりんお薬手帳１,5３6
冊、手作り大人用マスク5４枚・子ど
も用マスク66枚＝上野直紀▽ハンド
クリーンジェル４5０本＝株式会社仲
屋商事
◆市ふるさとづくり基金へ
▽４１万8,5００円＝明治安田生命保険
相互会社町田支店

みんなの広場みんなの広場

○各種相談
精神保健・認知症相談

市優良工事表彰

市では、「令和 ２ 年度仲よし小道整
備工事」および「令和 ２ 年度公共下
水道左１７処理分区工事」（京浜実業株
式会社（栗原中央））、「令和 ２ 年度市
道 5 号線歩道整備工事」および「令
和 ２ 年度公共下水道目久尻川直接流
入区域雨水管工事」（株式会社双和

（明王））、「令和 ２ 年度市道南栗原４8
号線ほか配水管布設替工事」（有限会
社めぐみ工業（南栗原））の 5 件の工
事について、厳しい施工条件の中、
地域住民と調整を行い円滑に施工し
たこと、優れた品質で工事を完成さ
せたことなどから優良工事として表
彰しました。
担当 契約検査課
 ☎０４6（２5２）７０７１　FAX０４6（２55）３55０

女性相談
～配偶者などからの暴力に悩んで
いる方へ　DV相談のご利用を～

　配偶者や恋人など、親しい異性か
らの暴力（DV＝ドメスティック・バ
イオレンス）に悩んでいませんか。
これらの暴力には、身体的暴力をは
じめ精神的暴力や経済的暴力などが
挙げられます。
　 １ 人で考え込まずに女性相談をご
利用ください。
とき＝月曜～金曜日午前 ９ 時～正
午、午後 １ 時～ 5 時１5分（祝・休日
を除く）　ところ＝市役所 １ 階広聴
人権課
※費用は無料です。秘密は守られま
す。
担当 広聴人権課
 ☎０４6（２5２）8４8３　FAX０４6（２5２）０２２０

男女共同参画講座
就職・再就職を目指す女性のための
パソコン講座（エクセル編）

　就職・再就職を目指す女性を対象
としたパソコン講座を開催します。
エクセル（入門）について実際にパ
ソコンを操作しながら学びます。
とき＝１２月１１日（土） ①午前 ９ 時～
正午②午後 １ 時～ ４ 時（①②は同内
容）　ところ＝市役所 ３ 階 ３ － １ 会
議室　対象＝キーボードの日本語入
力、マウス操作（コピー・ペースト
操作など）ができる市内在住者　定
員＝各 6 人（申込順）　参加費＝無
料　申込方法＝電話、ファクス、電
子メールまたは直接担当へ
担当 広聴人権課

 ☎０４6（２5２）8０8７　FAX０４6（２5２）０２２０
jinken@city.zama.kanagawa.jp

すべての女性が輝く社会へ
女性のチャレンジ
支援講座＆相談室

　NPO日本キャリアコンサルタン
ト協会の方を講師に招き、就職・再
就職・起業などを希望する女性を対
象に講座を開催します。
　希望者には、実績豊富な相談員が
ニーズに合わせたカウンセリングを
行います。
とき＝１２月２７日（月）▽講座＝午前
１０時～１１時２０分▽相談＝午前１１時 
３０分から（希望者のみ。 １ 人２０分程
度）ところ＝市役所 5 階 5 － 8 会議
室　対象＝市内在住・在勤・在学の
女性　定員＝ 6 人（申込順）　参加費
＝無料　保育＝無料（ ２ 歳～未就学
児。定員 6 人）※保育希望者は１２月
２０日（月）までに電話または直接担
当へ。　申込方法＝電話、ファクス
または直接担当へ
担当 広聴人権課
 ☎０４6（２5２）8０8７　FAX０４6（２5２）０２２０

県弁護士会相模原支部による
無料法律相談会

とき＝１２月 ２ 日（木）午後 １ 時～ ４ 時
３０分　ところ＝サニープレイス座間
３ 階多目的室　定員＝２１人（申込順）
申込方法＝電話で県弁護士会相模原
支部事務局☎０４２（７5１）０９58へ
担当 広聴人権課
 ☎０４6（２5２）8２１8　FAX０４6（２5２）０２２０

貯水槽水道の清掃と法定検査

受水槽にいったん水道水を貯めて 
から給水する施設を貯水槽水道とい
い、受水槽以降の施設と水質の管理 
は、貯水槽水道の設置者の責任で行 
います。水道法および市条例によ
り、貯水槽水道の設置者は毎年 １ 回
以上、受水槽の清掃を行うこと、ま
た受水槽の有効容量が 8 立方メート 
ルを超える貯水槽水道の場合は、清
掃に加え、登録（指定）検査機関の 
検査を受けることが義務付けられて 
います。

安心して水道水が飲めるよう、前
回の清掃と検査の時期を確認し、毎
年 １ 回以上の清掃および検査 を行
うようにしてください。
担当 環境政策課
 ☎０４6（２5２）8２１４　FAX０４6（２5７）７７４３

市新型コロナウイルス陽性患者数

１０月新規陽性患者数 １２人

１０ 月 ま で の 累 計 １,９8３人

※１０月３１日時点の県発表の人数です。

担当 健康づくり課
 ☎０４6（２5２）７２２5　FAX０４6（２55）３55０

年度内の汚水ます・
取付管の公費による設置

　令和 ４ 年 ３ 月末までに汚水ますお
よび取付管の設置を希望する場合
は、１２月２０日（月）までに申請して
ください（市道に限る。要件あり）。
これ以降の申請や国・県道箇所、特殊
工法を必要とする箇所は、令和 ４ 年
5 月以降に順次設置することになり
ます。
担当 下水道施設課
 ☎０４6（２5２）86２９　FAX０４6（２5７）４１55

甲種防火管理新規講習

とき＝令和 ４ 年 １ 月２０日（木）・２１日
（金）　ところ＝サニープレイス座
間　定員＝5０人（申込順）　参加費＝
8 千円（テキスト代含む）　申込方法
＝▽ １ 次募集＝１１月２９日（月）～１２
月 6 日（月）▽ ２ 次募集＝１２月２４日

（金）・２5日（土）に（一財）日本防
火・防災協会ホームページ（https://
www.n-bouka.or.jp/）から電子
申請または申請書（同協会ホームペ
ージからダウンロード可）に必要事
項を記入しファクスで問い合わせ先
へ※ １ 次募集で定員を超えた場合、
２ 次募集を行いません。　問い合わ
せ先＝同協会（東京都港区虎ノ門 ２
－ ９ －１6　日本消防会館 5 階）☎０３ 

（３5９１）７１２１　FAX０３（３5９１）７１３０
担当 予防課
 ☎０４6（２56）２１8７　FAX０４6（２56）３２２5

消防車・救急車出動件数

消防車（件） 救急車（件）
令和 １０月 １ 月～１０月（累計）１０月 １ 月～１０月（累計）
３ 年 5７ 6３5 5２１ 5,２４０
２ 年 ７１ 5７４ 5１5 ４,９０8
増減 －１４ +6１ + 6 +３３２
火災・災害情報の問い合わせは、テ
レホンサービスへ☎０４6（２5１）１３９９

催し
市制施行50周年記念

市民芸術祭演劇公演参加団体募集

　座間市民芸術祭演劇公演に参加を
希望する団体・個人を募集します。
公演日＝令和 ４ 年 ３ 月２４日（木）
◆説明会　とき＝１２月 ９ 日（木）午
前１０時～１１時　ところ＝市役所 5 階
教育委員会室　参加方法＝当日直接
会場へ
担当 生涯学習課
 ☎０４6（２5２）8４７6　FAX０４6（２5２）４３１１

立正大学デリバリーカレッジ
「くらしを充実させるために
～考えよう！お金とメディア～」

とき＝１１月２９日、１２月 6 日いずれも
月曜日午前１０時～１１時３０分　ところ
＝市役所 5 階 5 － ２ 、 5 － ３ 会議室　
講座名＝「マネーの心理学・投資の心
理学」「くらしの中の情報メディアの
いまとこれから」　講師＝同大学経
済学部教授　林康史さん・文学部教
授　浅岡隆裕さん　対象＝どなたで
も　定員＝１5人（申込順）　参加費＝
無料　申込方法＝１１月２5日（木）まで
に電話、ファクスまたは直接担当へ
担当 生涯学習課
 ☎０４6（２5２）8４７２　FAX０４6（２5２）４３１１

冬の文化財めぐり
目久尻川の源流

「栗原・小池地区」を訪ねる

とき＝１２月 5 日（日）午前 ９ 時～正
午※雨天の場合は１２月１９日（日）に
延期。　ところ＝市役所前（集合）
～相武台前駅（解散）　内容＝栗原
の小池地区を流れる目久尻川に沿っ
てウオーキングしながら、地域の文
化財や古い暮らしについて学ぶ　対
象＝どなたでも　定員＝２０人（申込
順）　参加費＝無料　申込方法＝１２
月 ３ 日（金）までに電話、ファクス
または直接担当へ
担当 生涯学習課　
 ☎０４6（２5２）8４３１　FAX０４6（２5２）４３１１

家庭教育推進講座
児童心理司から学ぼう
～親子の関わり～

　児童相談所で子どもとの面接業務
を担当している児童心理司から子ど
もの発達や親子の関わりなどについ
て学び、日頃の子育てに生かすため
の講座を開催します。
とき＝１２月１９日（日）午前１０時３０分
～正午　ところ＝サニープレイス座
間 ２ 階会議室　講師＝厚木児童相談
所　児童心理司　星出信一郎さん　
対象＝中学生以下の子どもをもつ保
護者　定員＝１０人（申込順。市内在
住・在勤者優先）※子ども連れでの
参加可。保育＝なし　参加費＝無料　
申込方法＝１２月１２日（日）までに市
ホームページから電子申請、電話、
ファクスまたは直接担当へ
担当 生涯学習課
 ☎０４6（２5２）8４７２　FAX０４6（２5２）４３１１

☎046（255）3131　 FAX046（252）2776

市公民館

◆本はともだち（ブックトーク）
とき＝１２月 5 日（日）午後 １ 時３０分
～ ３ 時　内容＝「犬のしくみ」をテ

ーマとした本の紹介と工作　定員＝
１０組（申込順）　持ち物＝のり、はさ
み、クレヨン　申込方法＝１２月 ４ 日

（土）までに電話、ファクスまたは直
接同館へ
◆パパと遊ぼうin公民館
とき＝１２月１２日（日）午前１０時～１１時
４5分　内容＝子どもの発達に応じた
男性ならではの遊び方を学ぶ　対象
＝ ２ 歳以上の未就学児と父親または
祖父　定員＝２０組（申込順）　参加
費＝無料　持ち物＝室内用運動靴、
飲み物、運動のできる服装、着替え　
申込方法＝電話、ファクスまたは直
接同館へ

☎046（253）0781　 FAX046（253）0789

東地区文化センター

◆ひがし子どもクリスマス会
とき＝１２月１１日（土）午前１０時３０分
～１１時４5分　内容＝キャンドル点灯
式、ハンドベル、人形劇、大型紙芝
居他　対象＝乳幼児と保護者　定員
＝１5組（申込順）　申込方法＝１２月
１ 日（水）までに電話、ファクスま
たは直接同センターへ

〒252-0023立野台 1ー 1ー 4
☎046（253）8411　 FAX046（259）2163

青少年センター

◆�ハッピークリスマス　すてきな飾
りを作ろう

とき＝１２月１１日（土）午前１０時～正
午　内容＝クリスマスの飾りを親子
で楽しみながら協力して作成　講師
＝県立中央農業高等学校フラワーデ
ザイン部員　対象＝市内在住の小学
生とその保護者　定員＝ 8 組１6人

（多数抽選）　参加費＝千円（材料費）　
持ち物＝筆記用具、手拭き用のタオ
ル、持ち帰りのための袋　申込方法
＝１１月２5日（木）までに電話で担当へ

☎042（705）3610　 FAX042（705）3630

プラっとざま

◆ざままのわ【しめ縄リース作り】
とき＝１２月 6 日（月）午前１０時～正午　
内容＝プラっとざまのママ会による
正月のしめ縄作り　対象＝未就学児
をもつ母親（子ども連れでの参加可）　
定員＝１０人（申込順）　参加費＝5００
円　申込方法＝１１月１5日（月）午後
１ 時以降に電話、ファクスまたは直
接同プラザへ
◆キッズダンス ６回コース
とき＝１２月 ９ 日・２３日、令和 ４ 年 １ 月
１３日・２７日、２ 月１０日・２４日いずれも
木曜日午後 ４ 時１０分～ 5 時（全 6 回）　
内容＝K-POP、J-POP、洋楽などさ
まざまな曲で楽しく体を動かす（初
心者歓迎）　対象＝小学 １ ～ ３ 年
生　定員＝１5人（申込順）　参加費＝
３,6００円　申込方法＝１１月１5日（月）
午後 １ 時以降に電話、ファクスまた
は直接同プラザへ
◆落語
とき＝１２月１３日（月）午前１０時～１０時
３０分　内容＝明治大学落語研究会・
紫紺亭六輔さんによる落語　対象＝
１8歳以上の方　定員＝１5人程度（申
込順）　参加費＝無料　申込方法＝
１１月１5日（月）午後 １ 時以降に電話、

お詫びと訂正
本紙１１月 １ 日号、 6 面の◆公民
館コンサート「マリンバとパー
カッションによるリズムを楽し
むコンサート」の「参加費＝無
料（別途ワンドリンク代２００円）」
は、正しくは「参加費＝無料」
でした。お詫びして訂正します。
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自治会への加入などは、自治会総連合会事務局☎FAX046（252）8751へお問
い合わせください。
担当� 市民協働課　☎046（252）7966　FAX046（255）3550

地域でただいま活躍中！安全・安心な地域づくり !地域でただいま活躍中！安全・安心な地域づくり !
連 載 自治会トピックス自治会トピックス
自治会における子どもを育む活動 （緑ケ丘南自治会）
当自治会では、数年前から子ども会を自
治会の中に組み入れ、地域で子どもたちを
育む活動を行っています。子どもは地域に
とっても大切な宝です。そうめん流しやハ
ロウィン遊び、クリスマス会や歓送迎会な
どの活動を展開しています。昨年来のコロ
ナ禍により集まって食事をすることなどはできませんが、十分に感染
対策を行って活動を継続しています。今年度は「そうめん流し」の代
わりに「夏休みお楽しみ会」を行いました。
� 緑ケ丘南自治会　会長　湯浅�一弘

輪ゴム鉄砲作り

市制施行50周年記念誌・市制施行50周年記念誌・
市PR動画「LIFE in ZAMA」市PR動画「LIFE in ZAMA」

市では、市制施行50周年を記念して、市制施行50周年記念誌と市PR動画
「LIFE�in�ZAMA」を作成しました。
◆市制施行５０周年記念誌
同記念誌には、市制施行後の50年の
歴史や現在の市の見どころ、子どもた
ちの将来の夢などを掲載しています。
同記念誌は市役所 1階市民情報コー
ナー・ 3階市政戦略課、各出張所、市
公民館、北・東地区文化センター、各

◆市PR動画「LIFE�in�ZAMA」
同PR動画は座間で生活を始めたあ
る家族の生活を描いたストーリー仕立
てで構成されており、市内の公園やヒ
マワリ畑などの市の魅力を紹介してい
ます。
同PR動画は市公式チャンネル

（YouTube）で公開している他、市内
商業施設や市公式ツイッターなどでも
放映・公開します。

担当� 市政戦略課　☎046（252）7961　FAX046（255）5090

市制施行50周年記念誌

市では、第五次座間市総合計画の策定に向け、「咲かせよう！未来のひま
わり」をテーマに皆さんから意見を伺うポスターセッションを行います。
詳しくは市ホームページまたはイオンモール座間公式ホームページ

（https://zama-aeonmall.com/）をご覧ください。
○�と　き　11月17日（水）～23日（火）午前10時～午後 5時
○�ところ　イオンモール座間 2階特設会場（11月
23日（火）は同店 3階南階段横特設会場）
○参加方法　当日直接会場へ
※�参加いただいた方に市制施行50周年記念ざまり
んタオルをプレゼントします(なくなり次第終

担当� 企画政策課　☎046（252）8287　FAX046（255）3550

燃やすごみの量（10月の実績）

令和 排出量 前年同月比
3 年 1,525.90トン －12.24

パーセント2年 1,738.80トン

担当� 資源対策課　☎046（252）7985　FAX046（252）7616

家庭から排出された燃やすごみの量で
す。 1人につき 1日おにぎり 1個分の
減量を目指しましょう。
年間 2千トン削減目標ま
で、あと721トンです。

担当� 市政戦略課　☎046（252）8321　FAX046（255）5090

市民リポーター「私が見つけた座間市の魅力」

依田　節子
令和 3 年 9 月13日

芹沢公園

池田　正義
令和 3 年 9 月23日
栗原（芹沢陸橋）

芹沢のログハウス
〜別名「丸太小屋」〜 沈みゆく太陽

市職員（令和4年4月1日採用）募集市職員（令和4年4月1日採用）募集
次の職種を募集します。詳しくは受験案内をご覧ください。

○�受験案内の配布場所　市役所 4階職員課・ 1階市民情報コーナー、イオ
ンモール座間情報コーナー（市ホームページからダウンロード可）
○�申込方法　受験案内に記載された期日までに市ホームページから電子申
請

担当� 職員課　☎046（252）7911　FAX046（255）3550

職　種 採用人数 受験資格

Ｓ 土木職
（資格あり）

若干名

昭和56年 4 月 2 日から平成12年 4 月 1 日までに生
まれた方で技術士（建設部門･上下水道部門･総合
技術監理部門）､建設機械施工技士（ 1級）､土木施
工管理技士（ 1級）のいずれかの資格を有する方

Ｔ 土木職
（資格なし）

昭和56年 4 月 2 日から平成12年 4 月 1 日までに生
まれた方で学校教育法による大学（土木の専門課
程）を卒業した方（令和 4年 3月末までに卒業見込
みの方を含む）または同程度の学力を有する方

Ｕ 土木職
（初級）

学校教育法に規定する高等学校を卒業している方
または令和 4年 3 月末までに卒業見込みの方で平
成12年 4 月 2 日から平成16年 4 月 1 日までに生ま
れた方

Ｖ 建築職
（資格あり）

若干名

昭和56年 4 月 2 日から平成12年 4 月 1 日までに生
まれた方で建築施工管理技士（ 1級）､ 建築士（ 1
級）のいずれかの資格を有する方

Ｗ 建築職
（資格なし）

昭和56年 4 月 2 日から平成12年 4 月 1 日までに生
まれた方で学校教育法による大学（建築の専門課
程）を卒業した方（令和 4年 3月末までに卒業見込
みの方を含む）または同程度の学力を有する方

Ｘ 建築職
（初級）

学校教育法に規定する高等学校を卒業している方
または令和 4年 3 月末までに卒業見込みの方で平
成12年 4 月 2 日から平成16年 4 月 1 日までに生ま
れた方

第五次座間市総合計画策定に向けた第五次座間市総合計画策定に向けた
ポスターセッションポスターセッション

市の将来について皆さんの声をお寄せください

了)。

○�URL　https://youtu.be/_RUcY_fpYsM

コミュニティセンターで配布（数量限定）する他、上記の公共施設、図書
館などで閲覧できます（市ホームページから閲覧可）。

市PR動画「LIFE in ZAMA」

座間市役所　〒252-8566　神奈川県座間市緑ケ丘一丁目１番１号（郵便物は、郵便番号と「座間市役所＋課名」を記入することで届きます）　
☎046（255）1111（代）　 FAX046（255）3550　URL  https://www.city.zama.kanagawa.jp/   座間市ホームページ 検索
◆開庁時間　月曜〜金曜日（祝・休日と年末年始を除く）午前8時30分〜午後5時15分（第2・第4土曜日の午前中は一部業務を実施）
★ 市民文化会館はハーモニーホール座間、市民体育館はスカイアリーナ座間、市民交流プラザはプラっとざま、総合福祉センターはサニープレイス座間、

ふれあい会館はコミュニティプラザと表記します。お問い合わせは、特に記載がなければ、開庁時間内にお願いします。

広報
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